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今
回
本
市
教
育
委
員
会
が
市
史
本
編
を
発
行
さ
れ
ま
す
に
当
り
、
祝
辞
を 

述
べ
ま
す
こ
と
は
私
の
最
も
光
栄
に
存
ず
る
処
で
あ
り
ま
す
。 

戦
後
各
市
に
お
い
て
市
史
の
編
集
に
非
常
な
る
努
力
を
傾
注
せ
ら
れ
て
い 

る
折
柄
、
本
市
に
お
い
て
は
阪
神
間
各
市
の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
、
さ
き
に
市 

史
年
表
、
並
び
に
史
料
編
第
一
を
発
行
さ
れ
、
斯
界
の
注
目
を
集
め
、
続
い 

て
本
編
を
発
刋
さ
れ
、
こ
れ
に
依
り
芦
屋
市
史
に
更
に
輝
や
く
一
頁
を
加
え 

ら
れ
て
、
市
史
研
究
者
に
一
指
針
を
与
え
ら
れ
ま
す
こ
と
は
、
真
に
有
意
義 

で
あ
り
慶
賀
に
耐
え
ま
せ
ん
。 

こ
こ
に
本
編
発
行
に
当
り
所
感
の
一
端
を
述
べ
祝
辞
と
い
た
し
ま
す
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市
史
本
編
の
発
刋
に
あ
た
っ
て 

 

戦
後
わ
が
国
の
地
方
史
研
究
は
学
界
と
官
公
庁
の
提
携
に
よ
り
急
速
な
発
展
を
と
げ
、
そ
の
成
果
に
見
る
べ
き 

も
の
が
あ
る
。
し
か
も
地
方
史
研
究
は
、
い
わ
ば
歴
史
研
究
の
基
礎
部
分
で
あ
る
が
、
今
ま
で
は
地
方
史
研
究
と 

い
っ
た
よ
う
な
地
道
な
基
礎
研
究
か
ら
比
較
的
遠
ざ
か
っ
て
い
た
地
理
・
経
済
・
法
律
・
社
会
と
い
っ
た
よ
う
な 

隣
接
諸
科
学
の
研
究
者
の
中
か
ら
も
、
有
能
な
人
々
が
数
多
く
参
加
さ
れ
て
、
そ
の
十
全
な
成
果
が
期
待
さ
れ
て 

い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
近
世
地
方
史
研
究
の
中
心
に
す
え
ら
る
べ
き
地ぢ

方
文
書

か
た
も
ん
じ
よ

は
、
戦
災
と
そ
の
後
の
人
心
混
乱
に
よ 

り
急
速
に
滅
失
の
傾
向
に
あ
っ
て
、
研
究
の
進
展
と
相
反
の
様
相
を
呈
し
、
地
方
史
の
全
体
的
把
握

は

あ

く

は
次
第
に
困 

難
の
度
を
加
え
つ
つ
あ
る
。
当
市
で
は
先
年
こ
こ
に
注
目
し
て
、
市
史
編
集
の
事
業
を
議
に
上
せ
た
が
、
教
育
委 

員
会
発
足
後
、
近
代
的
科
学
的
な
市
史
を
編
集
す
べ
く
、
新
た
に
そ
の
事
業
を
企
画
し
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
、 

わ
が
芦
屋
市
史
の
編
集
方
を
魚
澄
博
士
に
依
頼
し
て
氏
の
快
諾
を
得
、
以
来
博
士
と
博
士
を
宗
と
す
る
学
者
グ
ル 

ー
プ
の
手
に
よ
り
事
業
は
進
捗
さ
れ
て
、
二
十
八
年
に
は
「
市
史
年
表
」
を
、
三
十
年
に
は
「
史
料
編
第
一
」
の 

発
行
を
見
る
に
い
た
り
、
引
続
き
こ
こ
に
そ
の
「
本
編
」
が
で
き
上
っ
た
。
さ
ら
に
「
史
料
編
第
二
」
の
、
発
刊 

が
約
さ
れ
て
い
る
。 

   



 

 

回
顧
す
る
に
編
集
委
員
御
一
同
の
心
労
は
一
通
り
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ま
こ
と
に
感
謝
に
た
え
な
い
。
一 

方
、
こ
の
事
業
に
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
関
係
各
方
面
の
御
好
意
に
も
た
だ
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
に
厚
く
御 

礼
を
申
し
述
べ
る
。 

 

昭
和
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十
一
年
十
一
月 

兵

庫
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一 

 

凡

例 

 

一
、
本
書
は
芦
屋
の
歴
史
を
通
観
し
た
芦
屋
市
史
本
編
で
あ
る
。
市
史
の
刊
行
は
、
す
で
に
昭
和
二
八
年
三
月
に
芦
屋
市
史
年 

表
を
、
同
三
〇
年
三
月
に
芦
屋
市
史
史
料
編
第
一
を
刊
行
し
て
お
り
、
な
お
次
に
史
料
編
第
二
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。 

本
書
と
併
読
く
だ
さ
る
な
ら
ば
幸
甚
で
あ
る
。 

一
、
本
書
は
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
芦
屋
市
の
自
然
的
環
境
を
明
ら
か
に
し
、
つ
い
で
第
二
章
古
代
及
び
中
世
の
芦
屋
、
第
三 

章
近
世
の
芦
屋
、
第
四
章
近
代
・
現
代
の
芦
屋
の
各
章
で
歴
史
的
発
展
の
跡
を
記
述
し
た
。
現
代
の
芦
屋
、
こ
と
に
昭
和
一 

五
年
の
市
制
施
行
以
後
の
歴
史
的
記
述
が
紙
面
の
制
約
も
あ
っ
て
簡
略
に
な
っ
て
い
る
が
、
別
に
第
五
章
都
市
の
地
域
構
造 

と
市
民
生
活
の
一
章
を
設
け
、
現
状
分
析
を
中
心
と
し
た
人
文
地
理
学
的
立
場
よ
り
の
叙
述
を
加
え
て
お
い
た
。 

一
、
本
書
は
い
わ
ば
通
史
で
あ
る
の
で
、
詳
細
な
統
計
表
そ
の
他
の
資
料
の
掲
載
を
略
し
た
場
合
が
多
い
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て 

は
史
料
編
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

一
、
本
文
中
で
は
原
則
と
し
て
氏
名
の
敬
称
を
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

一
、
本
市
史
の
編
集
に
当
っ
て
は
、
幸
い
多
く
の
方
々
か
ら
資
料
の
御
提
供
を
う
け
た
が
、
な
お
資
料
の
散
逸
・
欠
除
が
少
く 

な
く
、
そ
の
研
究
調
査
に
は
か
な
り
困
難
な
も
の
が
あ
っ
た
。
本
文
中
に
記
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
会
下
山
遺
跡
の
発
掘
調 

査
を
は
じ
め
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
り
忘
れ
ら
れ
て
い
た
事
実
・
資
料
の
見
出
さ
れ
た
も
の
も
少
く
な
い
が
、
本
書
の
叙
述 

  



 

凡 

例 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

二 
  

に
は
な
お
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
免
れ
が
た
い
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
読
者
の
御
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。 

一
、
本
書
の
執
筆
に
際
し
て
、
第
一
章
お
よ
び
第
五
章
は
と
く
に
稲
見
悦
治
氏
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。
快
く
こ
れ
を
引
受
け
て
御 

執
筆
下
さ
っ
た
氏
に
深
く
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
第
二
章
は
魚
澄
惣
五
郎
・
武
藤
誠
、
第
三
章
は
末
中
哲
夫
、
第
四 

章
は
有
坂
隆
道
が
主
と
し
て
執
筆
に
当
っ
た
。 

一
、
最
後
に
な
っ
た
が
、
市
史
編
集
に
当
っ
て
史
料
の
提
供
そ
の
他
御
協
力
を
賜
わ
っ
た
関
係
各
位
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
わ 

す
次
第
で
あ
る
。 

芦

屋

市

史

編

集

委

員 

昭
和
三
一
年
一
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

魚

澄

惣

五

郎 

武

 

藤

 

誠 

有

坂

隆

道 

末

中

哲

夫 

   

見
返
し
の
図
は
福
原
鬢
鏡
（
延
宝
八
年
刊
）
か
ら
と
っ
た
。 

背
文
字
お
よ
び
扉
文
字
は
魚
澄
惣
五
郎
委
員
の
筆
に
な
る
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目

次 

第

一

章 
自
然
的
環
境 

(一) 

市
域
の
広
が
り
と
そ
の
位
置 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

一 

市
域
の
広
が
り
（
一
）
…
…
自
然
的
な
位
置
（
二
）
…
…
社
会
的
な
環
境
と
そ
の
変
遷
（
二
） 

(二) 

市
名
及
び
町
名
の
由
来 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

三 

市
名
の
由
来
（
三
）
…
…
町
名
と
そ
の
由
来
（
四
） 

(三) 

生
活
の
舞
台 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

七 

(1) 

土
地
の
生
い
た
ち
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

七 

(2) 

複
雑
な
地
形
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

八 

山
地
の
急
傾
斜
面
と
平
坦
面
（
八
）
…
…
若
返
え
る
河
川
（
一
〇
）
…
…
山
麓
の
台
地
（
一
〇
）
…
…
沖
積
低
地
（
一
一
）
…
…
移 

り
変
わ
る
芦
屋
川
畔
の
風
景
（
一
二
）
…
…
後
退
す
る
海
岸
線
（
一
三
）
…
…
高
度
、
起
伏
と
傾
斜
（
一
五
） 

(3) 

地
質
の
構
造
と
地
下
資
源
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
九 
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二 

  

花
崗
岩
（
一
九
）
…
…
秩
父
古
生
層
（
二
〇
）
…
…
更
新
層
（
二
〇
）
…
…
現
世
層
（
二
一
）
…
…
地
下
資
源
（
二
一
）
…
…
鉱
泉 

（
二
一

） 
(4) 
地
下
水
の
状
態
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
二 

地
下
水
面
の
深
さ
（
二
二
）
…
…
ク
ロ
ー
ル
・
水
素
イ
オ
ン
濃
度
の
分
布
（
二
三
） 

(5) 

瀬
戸
内
式
の
気
候
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
四 

温
暖
な
気
温
と
少
い
雨
量
（
二
四
）
…
…
卓
越
す
る
西
風
（
二
五
） 

(6) 

植 
 
 
 
 

生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
五 

植
相
（
二
五
）
…
…
山
地
の
荒
廃
と
植
相
の
破
壊
（
二
六
） 

(7) 

自

然

の

災

害
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
二
七 

河
川
の
機
能
と
水
災
（
二
七
）
…
…
最
近
の
河
道
の
改
修
と
昭
和
の
水
災
（
二
七
）
…
…
高
潮
（
二
九
） 

(8) 

観 

光 

資 

源
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
〇 

文
化
的
観
光
資
源
（
三
〇
）
…
…
自
然
的
観
光
資
源
（
三
〇
） 

第
二
章 

古
代
及
び
中
世
の
芦
屋 

(一) 

遺
跡
・
遺
物
か
ら
見
た
古
代
の
芦
屋
地
方 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
三
三 

歴
史
の
は
じ
め
（
三
三
）
…
…
石
器
時
代
遺
跡
（
三
五
）
…
…
打
出
岸
造
り
遺
跡
（
三
六
）
…
…
会
下
山
弥
生
式
遺
跡
（
三
七
）
… 

…
岩
ケ
平
遺
跡
（
三
九
）
…
…
打
出
出
土
銅
鐸
（
四
〇
）
…
…
古
墳
分
布
の
状
況
（
四
二
）
…
…
金
津
山
古
墳
（
四
三
）
…
…
親
王 
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）
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…
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）
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…
…
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…
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五
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…
遺
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・
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た
芦
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古
代
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五
三
） 

(二) 

律
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芦
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…
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…
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
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…
…
…
…
…
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五 
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五
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五
五
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…
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と
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五
八
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と
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）
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…
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六
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） 

(三) 

宮
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と
芦
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
七
一 

名
勝
芦
屋
（
七
一
）
…
…
在
原
業
平
と
芦
屋
（
七
二
）
…
阿
保
親
王
と
芦
屋
（
七
五
）
…
…
文
学
に
現
わ
れ
た
芦
屋
（
七
七
） 

(四) 

芦
屋
地
方
と
荘
園
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
八
二 

荘
園
制
の
進
展
と
葦
屋
荘
（
八
二
）
…
…
皇
室
領
葦
屋
荘
（
八
六
）
…
…
…
北
野
社
領
葦
屋
荘
（
八
八
） 

(五) 

南
北
朝
動
乱
と
芦
屋
地
方
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

八
九 

戦
略
の
要
地
芦
屋
（
八
九
）
…
…
赤
松
円
心
・
太
山
寺
衆
徒
の
戦
況
（
九
〇
）
…
…
楠
木
正
成
・
足
利
尊
氏
軍
の
打
出
合
戦
（
九
〇
） 

…
…
足
利
尊
氏
・
直
義
の
打
出
浜
合
戦
（
九
一
） 

(六) 

戦
国
の
世
と
芦
屋
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
九
二 

応
仁
の
乱
と
摂
津
（
九
二
）
…
…
鷹
尾
城
と
芦
屋
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